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第１ 課題と目指す方向性（編集の前提）

１ 前回県史近代編（通史）の項目と課題

○ 前回の県史近代編は、「政治史」の流れを中心とし、断片的に「経済史」「社

会史」に分類される項目を折り込み、編年体に近い形式が採用されていた。

（後掲『高知県史』近代編目次(1970 年刊行)を参照）

【政治】 【経済】 【社会】

○県政の成立 ○昭和初期の政治 ○明治大正の経済 ○明治の社会

○自由民権運動 ○昭和の戦争 ○戦時経済 ○大正の社会

○日清日露戦争 ○昭和初期の社会

○大正期の政治

○ 課題

（１）分野や地域に偏在があった

・政治史中心で経済史、社会史、文化史が薄かった。

・県下を網羅する発想に欠けており、地域社会の実情が反映されていなかった。

・農林水産業や鉱工業の扱いが小さかった。

（２）新たな歴史的課題への対応。

（３）高知の特色ある歴史的事象が充分に反映されていなかった。

２ 新たな県史の目指す方向性

（１）分野や地域の偏在の解消

＜分野＞ 新たな資料の発掘

・役場資料・公民館資料

・県内企業や経済団体が保管してきた資料

・農林水産業関連資料

・学校資料・社会教育関係資料

・宗教関連資料

・兵事資料

・文化団体資料

・衛生・救恤資料

・移民関係資料

＜地域＞ 地域の偏在がない調査

・全市町村の悉皆的調査



（２）新たな歴史的課題の反映

・環境

・人権

・国際交流

（３）高知の特色ある視点の反映

・「災害・防災」… 風水害、地震・津波

・「民権と反民権」

・「宗教」… 四国遍路、廃仏毀釈、教派神道

・「部落問題」…改善融和運動と解放運動

・「社会運動」…労働運動、農民運動、社会主義運動

・「藩主家と家老家」…政治的関わり、経済的関わり、文化的関わり

・「修史事業」…土佐図書倶楽部、土佐史談会

・「地域の近代」…幡多、安芸、嶺北、高吾北

３ 新たな県史の目指す姿と進捗管理

○ 悉皆的、重層的な資料調査の成果を踏まえ、そこから導き出される歴史的課

題を丹念に拾い出し、県民が郷土への愛着を深めることにつながる新たな高

知県の歴史の提示を目指す。

○ 刊行までのスケジュールは、当面は「資料編」の刊行が中心となるため、編

集開始までに採録される資料調査に目処をつけ、編さん計画に基づき３年間

の編集期間へ経て各「資料編」を発刊する。

○ スケジュールは、専門部会での作業確認や編集委員会への報告、事務局によ

る作業の個別管理などにより、進捗に遅れが生じないよう適切に管理してい

く。

第２ 編集の基本的な方針

（１）近代編が対象とする時代は、原則として高知県の発足(明治４(1871)年)か

ら第２次世界大戦における敗戦(昭和 20(1945)年)までとし、県民が本県近

代社会の形成とその推移、その特色について理解を深められるように配慮

する。

（２）丹念な調査を心掛け、政治、経済、社会、文化の各分野から幅広く資料を

収集し、掲載項目のバランスにも配慮して、高知県の近代社会の推移が県民

によりよく理解されるような編集を目指す。

（３）注目の集まる土佐の自由民権運動については、反民権派の活動にも配慮す



るとともに、幕末維新期からの流れや後世への影響にも注目し、一定の紙面

を割いてその特色が十分理解される内容を目指す。

（４）自由民権運動とともに関心の高い維新期の扱いについては、近世部会と合

同で特に「維新班」という作業部会を設けて、時代を多角的に描く。

（５）悉皆的な調査により、新たな歴史資料の発掘に努める。また高知県の歴史

に関する最新の研究成果を反映させ、これからの研究者や、高知県の近代史

に関心を持つ人々に研究材料を提供できる近代資料編及び本編を目指す。

（６）歴史資料調査や編集の過程では、できるだけ多くの県民や団体に参画して

もらい、今後の本県の歴史調査・研究を担える人材の育成を重視した編さん

を行う。












